
　令和6年3月末現在、100病院が宣言され、認定取得に向けて勤務環境改善への取組みを開始されています。
　宣言書は、随時受付中です。未宣言の病院は、まずは「いきいき働く医療機関宣言書」をセンターに提出しましょう。

いきいき働く宣言医療機関 （令和6年3月末現在） ※表示はセンターへの宣言書到着順

〜勤務環境改善で人材確保・定着へ。
改善に向けてまずは宣言を！〜
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「いきいき働く医療機関宣言」 受付中！ 

京都医療労務管理相談コーナー
TEL 075-354-8844　FAX 075-354-8834

京都府医療勤務環境改善支援センター
TEL 075-354-8830　FAX 075-354-8834
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月曜日～金曜日（土日祝日、年末年始を除く）９時30分～ 17時30分
COCON烏丸８階（京都市下京区烏丸通四条下ル水銀屋町620番地）
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「京都いきいき働く医療機関認定制度」
～より働きやすい働きがいのある職場を目指して～
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いきいき働く認定医療機関 （基本認定：令和6年3月末現在）
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　当センターでは、平成29年1月から「京都いきいき働く医療機関認定制度」を開始しました。
　職員一人ひとりがいきいきと輝ける職場づくりに取組むことを宣言し、勤務環境改善に取組む病院をセンターが認定します。
　本制度により、自院の勤務環境における課題が明確になり、認定取得に向けた取組みを通じて職員のモチベーションを高め、さらには認
定取得により働きがい・働きやすさを広くアピールすることで、人材確保・定着に繋がります。
　センターでは、現在、下記の51病院を「いきいき働く基本認定医療機関」に認定しています。基本認定に必要な50項目が達成できました
ら、センターへ申請いただき、センターによる実施確認、認定審査会での審議を経て認定します。まずは取組みの初めとして宣言書をセン
ターにご提出いただき、その後、基本50項目が達成できましたら、センターへ申請をお願いいたします。

2024年4月1日から、医業に従事する勤務医の時間外・休日労働時間は、原則として年960時間が上限となります
（A水準）。
医療機関が、地域医療の確保などの必要からやむを得ず、所属する医師にこれを上回る時間外・休日労働を行わせ
る必要がある場合は、その理由に応じて、都道府県知事から指定を受ける必要があります。

※1,860時間の上限が適用されるのは、指定理由に対応する業務に従事する医師のみです。
※１つの医療機関が複数の水準の指定を受けることもできます。

2024年4月1日より、医師の時間外労働上限規制が適用されます。これまで各医療機関では、「宿日直許可の取得」「特例指定水準の取
得」等適用に向けて、取組みをされてきましたが、適用後も継続して取組むことが重要となります。今回は、その取組み内容についてまとめ
ておりますので、院内でお取組みの際にご参考ください。

2024年4月１日より医師の時間外労働上限規制が開始されます

Ⅰ 時間労働の上限規制について

通算で1,860時間
（各院では960時間）

指定の種類

連携B水準 他院と兼業する医師の労働時間を
通算すると長時間労働となるため

（A水準）
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C-1水準

C-2水準

年の上限時間長時間労働が必要な理由

960時間

1,860時間

1,860時間

1,860時間

原則（指定取得は不要）

地域医療の確保のため

臨床研修・専門研修医の研修のため

長時間修練が必要な技能の修得のため
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医療機関を対象とした勤務環境改善に関する研修会等を開催します。
勤務環境改善に関する研修会等の実施

勤務環境改善推進員および社会保険労務士等のアドバイザーを直
接、医療機関へ派遣し、現状の勤務環境の把握、勤務環境改善に関
する相談・支援を行っています。
・ 病院訪問：2病院

医療機関への病院訪問

「京都いきいき働く医療機関認定制度」を推進し、医療機関へ勤務環境
改善マネジメントシステムの導入の促進を図ります。
・ 京都いきいき働く医療機関認定制度実施確認：1病院

医療機関の勤務環境に係る実態把握
随時医業経営や労務管理のアドバイザーが医療機関からの勤務環境改善に関する相談、
照会等に対応すると共に、ニーズに応じて医療機関に勤務環境改善推進員、社会保険労
務士等のアドバイザーを派遣し、勤務環境改善のための取組みの支援を行っています。

勤務環境改善に取組む医療機関への個別支援・相談対応等
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Ⅱ 宿日直許可について Ⅳ 長時間労働医師への面接指導について

Ⅲ 勤務間インターバル・代償休息について

医療機関全体でなく、一部の診療科や時間帯に限った形でも申請できます。許可の対象となるかどうかは、次のような基準に沿って総
合的に判断されます。

□ 通常業務とは異なる、軽度または短時間の業務であること
□ 救急患者の診療など、通常業務と同等の業務が発生することはあっても、その頻度がまれであること
□ 宿直の場合は、相当の睡眠設備があり、夜間に十分な睡眠を取り得ること
□ 通常業務の延長ではなく、通常の勤務時間の拘束から完全に開放された後の業務であること

宿日直中の勤務実態が、労働密度が低く十分な休息をとることが可能と認められる場合には、労働基準監督署から「宿日直許可」を得
ることができます。
宿日直に従事する時間は労働時間ですが、宿日直許可の対象となった業務に従事する時間は、労働基準法の労働時間規制の対象から
除外されます。
宿日直許可の回数は、原則（例外あり）、同一医師の宿直が週1回、日直が月1回以内です。許可回数を超えて宿日直に従事させた場合、
超過分について通常の労働としての取扱が必要です。

宿日直許可とは？

面接指導は、長時間働く医師一人一人の健康状態を確認し、医師の健康確保のため、必要に応じて、管理者（事業者）が就業上の措置
を講ずることを目的として行われるものです。

時間外・休日労働が月100時間以上となることが見込まれる医師に対しては、面接指導を実施しなければなりま
せん。副業・兼業先の医療機関にも義務付けられます。

長時間労働医師への面接指導は、 「面接指導実施医師」が行います。

面接指導を受ける医師が、安全な環境で安心して面接指導を受けられ、本人の健康確保につなげられる体制を
とってください。

面接指導実施医師は、以下の要件を満たす者であることが規定されています。
● 面接指導対象医師が勤務する病院または診療所の管理者でないこと
● 「面接指導実施医師養成講習会」の受講を修了していること

面接指導の実施の流れ

面接指導実施医師とは？

医療法に基づき、医療機関の管理者には、以下が義務付けられています。
● 面接指導対象医師に対し、面接指導を実施すること
● 面接指導実施医師に、面接指導に必要な情報を提供すること
● 面接指導実施後、健康確保措置についての面接指導実施医師の意見を聞くこと
● 必要なときは、面接指導対象医師の健康確保のため、労働時間の短縮、宿直の回数の減少、その他の適切な措置を行うこと
● 面接指導、面接指導実施医師の意見、健康確保措置の内容を記録、保存すること 等

面接指導に関する医療機関管理者の義務

面接指導は、月の時間外・休日労働時間が100時間以上となる前に実施する必要があります。

面接指導実施医師とは？

勤務シフトを作成する際に、勤務間インターバルを次の２つの方法により確保しましょう。

□ 宿日直許可のある宿日直に連続して９時間以上従事する場合は、９時間の連続した休息時間が確保されたもの
とみなします。

□ 代償休息を付与することを前提として勤務シフト等を組むことは、原則として認められません。
□ 個人が連続して15時間を超える対応が必要な業務（例：医療機関において、その医師にしか遂行することが困難
である手術業務）が予定されている場合は、代償休息の付与を前提とした運用が認められます。ただし、その業
務の終了後すぐに代償休息を付与する必要があります。

勤務間インターバルを確保した勤務シフト作成のルール

対象となる業務は？

申請書に必要事項を記載の上、管轄の労働基準監督署に申請をします。
その後、労働基準監督署による書面調査・実地調査を経て、許可の判断が行われます。

許可取得の流れは？

● 注意点

面接指導は、A・連携B・B・C水準関わらず、全ての医療機関で義務となります。

① 始業から24時間以内に9時間の連続した休息時間を確保（通常の日勤および宿日直許可のある宿日直に従事させる場合）
② 始業から46時間以内に18時間の連続した休息時間を確保（宿日直許可のない宿日直に従事させる場合）

予定された9時間または18時間の連続した休息時間中に、やむを得ない理由により発生した労働（緊急対応）に従事した場合は、その
労働時間に相当する時間の代償休息を事後的に付与しましょう。    

□ 代償休息は、翌月末までに付与します。
□ 宿日直許可のある宿日直に連続して９時間以上従事する場合は、９時間の連続した休息時間が確保されたものとみなされますが、
その間に通常の勤務時間と同態様の労働が発生した場合は、代償休息を付与するよう配慮する必要があります。

代償休息のルール

● 注意点
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